
校名

校長名

出席者(学校） 手島肇校長、藤井秀雄教頭、湯木貞博事務長、磯原健志首席、小澤靖典首席

傍聴者 ０名

議題等(次第順）

・学校運営協議会実施要項と運営について
・会長、副会長の選出について
・令和２年度学校経営計画及び学校評価について
・その他

○実施要項第９条第１項の規定に基づき委員の互選により、横山委員を会長に、林委員を副会長に選任した。
○令和２年度学校経営計画及び学校評価について以下のとおり、質疑応答・意見交換を行った。
中期目標１．関係
質問：オンライン授業はどこまで対応できているのか。新型コロナウィルスの第２波に向けた対応は？
回答：プロジェクトチームを設けている。生徒全員がGoogle Classroomのアプリをインストールしているので、
　　　双方向で連絡をするなど柔軟な対応ができている。
質問：来年度の就職状況は厳しいのでは。企業の動きはどうか。
回答：求人はほぼ同数だが、業種によってばらつきはある。今年は職場見学が課題で、「オンライン－例えば
　　　Zoom－で実施できないか」と企業から言われている。
意見：生徒が家庭で対応できなくても、学校に来ればZoom面接ができるようにする必要がある。
意見：知事が色々と発信しているので、それを上手く活用できれば良いと思う。就職が１か月遅くなり、
　　　学校では時期的に就職と進学がバッティングするので、十分整理して対応されたい。
中期目標２．関係
質問：ＥＣＣと連携したグローバル体験プログラムは、希望者を対象としているのか。
回答：２年生の進学クラスの全員を対象としている。
質問：キャリアパスポートは何時から実施するのか。生徒はその概要を分かっているのか。
回答：７月16日から実施する。概要を説明しているので、予め考えている生徒もいると思われる。
意見：キャリアパスポートは生徒が自分の言葉で書くもので、生徒には難しい所がある、丁寧に指導されたい。
中期目標３．関係
質問：新型コロナウィルス禍の中、清掃活動、特にトイレ掃除について生徒にもさせているのか。
回答：生徒の安全を考え、水掃除は業者にやってもらって、生徒は掃き掃除程度を行っている。
質問：消毒作業は誰が行っているのか。
回答：消毒作業は教師が行っている。
意見：保護者からみて正直不安感はない。もう高校生であり、自分がきちんとできないことで、周囲に迷惑をかける
　　　こと位はわかってもらいたい。危機感は持って欲しいが、自分で考えて行動できる人であってもらいたい。
　　　先生が掃除をしている姿を見て、生徒一人一人が考えて意識を持って欲しい。
意見：中学生については、当初は小学生気分が抜け切れていない子もおり、最近は新型コロナに対して緩みも
　　　見られる一方、注意する生徒もいるなど意識が芽生え始めているところもある。
中期目標４．関係
質問：職員会議は、実際に集まって開催しているのか、オンライン会議開催か。
回答：オンラインではない。３密を避けるため、いつもより広い部屋で開催している。
意見：LINEWORKSを使って資料をスマホで見るのは大変だろう。
質問：(3)アの地域との連携について、どのような取組を行っているのか。
回答：吹田市の青少年クリエイティヴセンターで、毎年、当校の教員が地域の小学生・中学生を対象にして
　　　出前授業を行っている。ここ数年は、プログラミング講座を行っている。
全体を通して
意見：生徒はスマホのみだったり、パソコンはあってもプリンタの無い家庭は結構あるので、データを送れば、普段
　　　のプリントと同じよう生徒たちができるということばかりではないことを意識して第２波に備えてもらいたい。
質問：この計画は新型コロナウィルス禍が始まった頃に策定したもの。このままで最終評価を行えば、不達成と
　　　なってしまうが、教育庁はどう言っているのか。
回答：現在、教育庁からそれに関しての指示はない。

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料 令和２年度　学校経営計画及び学校評価

備考

府立吹田高等学校　本館２階　会議室

出席者(委員）

開催場所

横山強会長、林宏昭副会長、前田武男委員、室田園子委員、由上正幸委員

学校運営協議会 議事録

府立吹田高等学校

手島　肇

開催日時 令和２年７月１５日（水）１８:００～２０:００　　



日時

会場

次回の会議日程

令和２年12月中（具体的な日程は追って調整します。）

府立吹田高等学校　本館２階　会議室


